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メッセージ  「初めの愛に立ち帰りなさい！」 
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☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/２８－４/４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 ﾖｼｭｱ 2-4 5-6 7-8 9-10 11-13 14-15 16-18 19-20 

新約 ルカ 5:17-39 6:1-26 :27-49 7:1-23 :24-50 8:1-18 :19-39 :40-56 

チェック ○○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○ ○○○○ ○○○ 



 

「4しかし、私にはあなたについて責めなければならないこの一つの事がある。あなたは初め

に持っていた愛から離れて〈それを捨てて〉しまった《あなたの初めの愛である私をすてて

しまった》。5それゆえ、あなたがどんな高い所から落ちたかを思い起こしなさい。悔い改め

て〈神のみこころにかなうためにうちなる人を変えて〉、あなたが以前に初めて主を知った

時になしたわざをしなさい。そうでないと私はあなたのところに行って、あなたが自分の心

を変える〈悔い改める〉ことをしないならば、あなたの燭台をその場所から取りのける。」 

〔詳訳聖書〕 

本日から７週に渡って、７つの教会に主が語られた内容を一つ一つ見ていきたいと思いま

す。それぞれの教会に全く別の内容を主は語っています。それだけ一つ一つの教会は異なる

ということであり、主は比較して語るのではなく、直接それぞれの教会を愛して養っていてくだ

さることが分ります。そして、クリスチャン一人一人ではなく、教会単位で主は語られるのだと

も感じます。教会の御使いとは責任者とも訳せる内容ですから、牧師として身が引きしまる

思いがします。 

本日はエペソの教会に対してですが、エペソはその時代でも何万人もいた、とても大きな

都市でした。アルテミス神殿というとても大きな神社のようなものがあり、それが町の中心でも

ありました。偶像崇拝が人々の生活を養っていました。それに対して抵抗するということは並

大抵な戦いではありませんでしが、彼らは本当によく戦っていました。しかし、それにもかかわ

らず、イエス様の思いは初めの愛から離れてしまったエペソのクリスチャンたちに対して強く熱く

燃え上がりました。教会そのものである「燭台」を取りのけよう！とまで言わせるほどでした。 

霊的戦い、信仰の戦いに対して一生懸命でした。それは本当に素晴らしい頑張りでした。

しかし、初めの愛、主の愛への感動がなくなってしまったならば、どんな素晴らしい信仰者とし

ての歩みを進めていたとしても、いつかは力尽きて、倒れてしまうでしょう。初めの愛を失うとは、

イエス様を失うこと、そして、それは永遠のいのちを失うことでもあります。それほどに重要な内

容だったのです。熱心であるがゆえに、いつのまにか最も大切な主ご自身を失ってしまった。

感動がない、力の源である、命の源であるお方を見失ってしまった状態だったのです。 

これは、本当に恐ろしい、ベテランの信仰者が最も陥りやすい敵の罠でもあると思います。

私自身も同様であると感じています。あの若い頃、学生時代に燃えに燃えて飢え渇いて祈

っていたあの情熱はどこへいってしまったのか？「初めの者が後になる」というようなことが起こっ

ているようにも感じてしまうことがあります。ここは本当に謙遜に認めないといけないと思ってい

ます。常に主を見失わない、初めの愛に立ち帰る者でありたいと心から願います！ 

「初めの愛に立ち帰りなさい！」 
～いのちの木の実を頂くために！～ 


